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　本研究の目的は，花育活動が児童に与える効果を明らかにすることである．花

を用いた活動に関する研究は散見されるが，小学生児童への効果を検証した研究

論文はない．本研究では，A小学校の 3年生児童 132 名に対し，フラワーアレン

ジメントを作成する花育活動を行い，実施直前と直後に，フェイススケールと自

尊感情を問うアンケートを実施した．結果，フェイススケールは活動の前後にお

いて，平均 5.14 から 5.80 に変化し，検定の結果，活動の前後の値には統計的な

有意差がみられ，活動により，気持ちがよりポジティブになることがわかった．

自尊感情尺度では，活動の前後で「①自分が好き」，「②自分を大切に思える」，

「③自分には良いところがある」，「⑦個性を大切にしたい」の項目で，統計的な

有意差が見られ，「花育活動により，自分のことをより好きになり，大切に思え

るようになる」，すなわち「児童の自尊感情が高まる」ことが明らかになった．

キーワード■自尊感情，児童，花育，フラワーアレンジメント

はじめに

X県では，花き振興ネットワークを組織し，農林水産省の国産花きイノベーション推進事業

を活用して，小学校・福祉施設を対象とした「花育活動」を行っている．X県における花育活

動の主な内容はフラワーアレンジメント・いけばな・園芸の体験授業であり，フラワーアレン

抄　録
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ジメントや生け花の専門家が講師となり，出前授業を行っている．今回，花育活動の効果を明

らかにするために本研究を行った．

花育とは，花や緑に親しみ・育てる機会を通して，子どもたちにやさしさや美しさを感じる

気持ちを育む活動 1）である．平成 21 年に全国花育活動推進協議会が発足し，花緑のイベント，

ワークショップ，学校教育など要望に応じて協力を行っている 1）．具体的な活動としては，フ

ラワーアレンジメント，寄せ植えづくり，花壇づくり，いけばな，押し花づくりなどがある．

他にもさまざまな活動があるが，花や緑をただ栽培・観察するだけでなく，栽培後の活動や活

用にも目を向け，児童が生活を楽しむための手法や創意工夫など興味をもって活動できる内容

とされている 1）．本研究では，X県の花育活動で行われることの多い，フラワーアレンジメン

トに着目した．

フラワーアレンジメントの効果に関する研究は散見される 2～ 6）が，統合失調症患者や高齢

者，身体障害者，犯罪行為のあった少年，刑期を終えた成人への介入研究であった．

Mochizuki-Kawaiら 2）は，統合失調症患者に対し，フラワーアレンジメント製作を繰り返し

行うことにより，視空間的ワーキングメモリーの改善が認められることを明らかにした．瀬山

ら 3）は，犯罪行為のあった少年と刑期を終えた成人にフラワーアレンジメントなどの園芸療法

を行うことにより，ストレスが緩和（唾液中コルチゾール値の減少）し，気分調査表（点数が

高い方が不安感が高いと判断される，自己評価式アンケート調査）の合計点が低下し，心理面

への効果があることを明らかにした．白井ら 5）は，健康な中高年らがフラワーアレンジメント

を行うことで，ストレスが緩和（唾液中コルチゾール値の減少）し，心理面を問う質問紙にお

いて，「気持ちがくつろぐ」「自信がもてる」「誇りに思う」などの項目で，有意に上昇するこ

とを明らかにした．柴谷 6）は，身体障害者療護施設入居者（脳性麻痺のある 30 ～ 50 歳代女性

7名）にフラワーアレンジメントを月に 1回，7年間継続して行うことで，身体・知覚的能力，

対人関係能力，感情コントロール能力が向上したことを明らかにした．筆者が調べた限り，小

学生児童への効果を検証した研究論文はなかった．

本研究の目的は，花育活動が児童に与える効果を明らかにすることである．過去の，花育活

動後の児童の感想文から，児童が花育活動を楽しみ，有能感を得ていることが推察されたため，

「花育活動により児童の自尊感情が高まる」という仮説を立て，その検証を行った．

方法
1．対象者

対象は，X県 Y市内の公立小学校の一つである A小学校の 3年生児童 132 名（33 名× 4ク

ラス）であった．
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2．倫理的配慮

本研究を行うにあたり，X県農林水産部農産課を通して Y市教育委員会にアンケート用紙

を提出し，研究実施，研究結果発表の承認を得た．対象の A小学校教員の同意を得た上で，

児童と保護者にも書面にて説明を行い，両者の同意の得られた方のみを対象とした．

3．データ収集方法

（1）花育活動について

A小学校の 3年生児童 132 名（33 名× 4 クラス）に対し，フラワーアレンジメントを作成

する花育活動を，小学校内にある「ふれあいサロン」という特別教室にて行った．児童への花

育活動経験の豊富な者が講師・補助スタッフとなり，午前中に約 90 分の活動を 2クラスずつ

行った．66 名を 7～ 8名ずつの 9班に分け，メインの講師 1名，補助スタッフ 9名が 1班に 1

名入り，活動を運営した．メインの講師は活動のリーダーとなり，教室の前で花材の紹介や制

作手順の説明を行い，補助スタッフは担当した班の児童が予定時間内に，自分の力で作品を完

成させられるように児童をサポートした．使用した花材例と完成作品例を図 1に示した．

図 1．使用した花材と完成作品例
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1）使用した花材

全ての児童は共通して，カーネーション，丸葉ルスカス，レザーファンを使用し，さらに選

択花材の中から，好きな花材を自由に 3本選んだ．選択花材は，ケイトウ・ヒマワリ・リンド

ウ・スプレーマム・スプレーデルフィニューム・バラ・トルコキキョウ・アルストロメリア・

アンスリューム・モカラ・ガーベラ・スターチスであった．

2）使用した資材

各児童は，花器（ペットボトル）と吸水スポンジを 1つずつ使用した．

3）制作手順

制作手順は以下の通りであった．

①吸水スポンジをペットボトルの器にセットし，花を挿す目安となる線をつける．

②レザーファンを指定の長さに切り，挿す．

③カーネーションを指定の長さに切り，挿す．

④選んだ花材を切り分け，バランスを考えて自由に挿す．

⑤丸葉ルスカスを切り分け，空間を埋めて仕上げる．

4）講師，補助スタッフの関わり

講師・補助スタッフ共に花や植物に精通している者で，全員女性であった．今回，活動の講

師・補助スタッフを務めた 10 名のうち 8名が，公益社団法人日本フラワーデザイナー協会の

講師資格を取得しており，普段は自身でフラワーアレンジメントの教室を開き，講師をしてい

た．日本フラワーデザイナー協会の講師資格を取得していない 2名のうち 1名は公益社団法人

日本家庭園芸普及協会のグリーンアドバイザーの資格を取得しており，もう 1名は，元中学校

教員で特別支援学校での勤務経験があり，長年フラワーアレンジメントを習っている者であっ

た．

また，児童に関わる上で，講師・補助スタッフ全員が共通認識していることは以下の 4点で

あった．

・勝手に作品を直さない（児童が挿したものを了解なく抜かない）

・児童の考えを否定しない（作品の意図を聞いたうえで，手直しが必要なら児童と相談する）

・担当している班の児童にまんべんなく目を配る

・作業が遅い児童や迷っている児童が時間内に仕上がるようにサポートする

（2）データ収集項目

以下のアンケートを，対象者の同意を得たうえで花育活動の前後に行った．使用した用紙は
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図 2に示した．

1）フェイススケール（図 2）

使用したフェイススケールは，1が泣いている顔，6が口をあけて笑っている顔の 6件法と

した．

2）自尊感情尺度（図 2）

自尊感情尺度は，22 項目ある「自尊感情測定尺度東京都版小学生 1～ 3 学年用」7）を参考

に，7項目を抽出した．花育活動の前後に 22 項目全てに回答するには児童の負担が大きいと

考え，5分以内に回答できるように考慮し，過去の花育活動の児童の感想文から，「自分が好

き」という気持ち，感謝の気持ち，個性を認める気持ちに変化がみられるのではないかと考え，

それらを表している 7項目を抽出した．

自尊感情尺度は，4：あてはまる，3：どちらかというとあてはまる，2：どちらかというと

あてはまらない，1：あてはまらない，の 4件法である．

4．データ分析方法

活動前後の値について，それぞれWilcoxonの符号付き順位検定を行った．統計解析には

図 2．アンケート用紙（フェイススケールと自尊感情尺度）
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IBM SPSS Statistics 23 を使用した．

結果

フェイススケールの有効回答数は 109 名，自尊感情尺度の有効回答数は 99 名であった．結

果を表 1に示した．

1．フェイススケール

フェイススケールは活動の前後において，平均 5.14 から 5.80 に変化し，検定の結果，活動

の前後の値には統計的な有意差がみられた（p<.001）．

活動により，気持ちがよりポジティブになったといえる．

2．自尊感情尺度

自尊感情尺度で，活動の前後で統計的な有意差がみられた項目は「②自分を大切に思える

（あなたは自分を大切に思えますか」，「⑦個性を大切にしたい（私はみんなとは違う自分を大

切にしたいと思いますか）」（p<.05），「③自分には良いところがある（自分には良いところが

ありますか）」（p<.01），「①自分が好き（あなたは自分のことが好きですか）」（p<.001）であっ

た．

これらの結果より，「花育活動により，自分のことをより好きになり，大切に思えるように

なる」，すなわち「児童の自尊感情が高まる」ことが明らかになった．

表 1．活動前後の変化

項目
平均値（標準偏差） P値
前 後

フェイススケール（n=109） 5.14 5.80 <.001
自尊感情尺度（n=99）
① 自分が好き 2.80（0.90） 3.17（0.95） <.001
② 自分を大切に思える 3.41（0.74） 3.55（0.69） 0.016
③ 自分には良いところがある 3.04（0.75） 3.31（0.69） 0.001
④ 理解者がいる 3.54（0.72） 3.60（0.71） 0.354
⑤ 周囲に感謝 3.74（0.51） 3.74（0.53） 0.984
⑥ できることが沢山ある 3.28（0.76） 3.34（0.73） 0.451
⑦ 個性を大切にしたい 3.40（0.68） 3.55（0.70） 0.046

Wilcoxonの符号付き順位検定
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考察

1．自尊感情が高まった要因について

今回行った花育活動は，①準備された数種類の生花の中から使用する花を “ 自分で ” 選び，

「世界に一つだけの “自分の ” 素敵な作品」に主体的に仕上げられたこと，②生花の魅力と「切

る」「挿す」を繰り返す構成的な作業により失敗なく見栄えの良い作品ができ，大きな成功体

験を得られたこと，③一人ひとりの個性を肯定する講師の声かけがあったこと，の 3点が奏功

し，児童の自尊感情が高まったのではないかと考える．

先行研究において，中高年成人がフラワーアレンジメントを行うことで，「自信がもてる」

（p<.001），「誇りに思う」（p<.001），という気持ちが上昇し，自分は価値があると思えるとい

う気持ちが上昇（「自分は価値がない人間だ」（p<.001）の項目で有意に低下）した 5）という結

果が得られている．これらは自尊感情の高まりと考えられ，本研究においても中高年成人と同

じ結果が得られたといえる．

本研究で用いたアンケート用紙は，「自尊感情測定尺度東京都版小学生 1～ 3 学年用」7）を

参考に作成した．「自尊感情測定尺度東京都版小学生 1～ 3学年用」7）は 22 項目 3因子からな

る．3因子は A「自己評価・自己受容」，B「関係の中での自己」，C「自己主張・自己決定」

であり，特に，A「自己評価・自己受容」が自尊感情の中核といえる評価的な側面をもつ 8）と

言われている．本研究において用いた 7項目のうち 4項目において，活動の前後で統計的な有

意差が認められた．4項目のうち 3項目（自分が好き，自分を大切に思える，自分には良いと

ころがある）は元々，A「自己評価・自己受容」に属している項目であり，自尊感情の中核と

なる項目において向上が認められたといえる．

植物は，色や香り，手触りなど，ひとを脅かすことなく，五感を呼び覚まし，植物の侵襲性

の少なさはひとに安心感をもたらす 9）．そして，フラワーアレンジメントは，工程として主に

「切る」「挿す」という二つの動作で行われ，構成的な作業であるため，未経験者であっても講

師の説明通りに作業すれば，大変見栄えの良い作品に仕上がることが特性の一つである 10）．

勉強面，運動面，図画工作では，個々の児童の能力や習い事での経験の有無で，結果に差が

生まれやすい．しかしフラワーアレンジメントは，ほぼ全ての対象者（小学生児童）にとって

初めての経験であることが多く，経験の有無による活動の遂行度，完成度に大きな差が生まれ

なかったことも，自尊感情が高まった要因として大きいと考える．

さらに，選択花材があったことで，より作品に「自分らしさ」を表現できたこと，また同じ

花材であっても，花のつき方，咲き方，色合いなどは千差万別であり，「自分だけの」素敵な

作品に仕上がったことで，児童の達成感，満足感が高まったとも考えられる．先行研究におけ

るフラワーアレンジメントによる介入では，花材を選ぶという工程は含まれていない．本研究

においては，各々の児童が好きな色，形の花を選ぶことで自分らしさが表現しやすくなり，



─ 8 ─

小学生児童に対する花育活動の効果（白井はる奈・梶原香里）

「みんなとは違う自分を大切にしたい」という気持ちが向上したと考えられる．本項目は小学

生の自尊感情を構成する 3因子の C「自己主張・自己決定」に属している項目である．

また，講師と補助スタッフともに小学校での花育活動経験が豊富であり，上述した共通認識

に基づいて一人ひとりに目を配り，全員が成功体験を得ることを目標に行っており，講師の言

動が児童の活動を肯定し，安心感のある雰囲気の中で活動を行えたことも自尊感情が高まった

要因として大きい．柴谷 6）も，身体障害者療護施設の入居者がフラワーアレンジメントを行う

ことで，様々な機能が向上したが，活動に関わるボランティアや職員などによるゆとりある援

助が結果に寄与したのではないかと述べている．

花育は，ただ花を用いた活動をすればいいというわけではなく，作業療法と同じで，活動を

リードし，サポートする者の援助観や介入方法，コミュニケーションが大きな意味を持つ．今

後，花育講師と補助スタッフの，児童へのより良い関わり方を探索していきたいと考えてい

る．

2．小学生児童の自尊感情について

文部科学省は小学校の学習指導要領の中で「生きる力をはぐくむ」という基本理念を掲げて

おり，「自分への自信を持たせる必要がある」としている 11）．自尊感情は，生きる力を育む重

要な要素であるが，内閣府の調査によると，日本の若者は諸外国と比べて，自己を肯定的に捉

えている者の割合が低いことが明らかになっている 12）．

自己受容感情は学年が上がるに伴って低下する傾向があり，中学年以降の子どもの自尊感情

は低下してくる 13）と言われている．また，「全体的な自己価値観」と「自信」は，小学 4年生

から中学生にかけて徐々に低下していくという研究報告もある 14）．

西田 15）は，自尊感情の低さが，学校現場で問題となっているいじめ・不登校・問題行動・

学びの意欲の低下などの原因になっているという指摘も多いという．自尊感情はまた，高すぎ

ると人間関係においてトラブルを起こす原因にもなるため，自分を価値ある存在であると考え

るだけではなく，他者を尊重する心をもつことも重要であるとも述べている 15）．花育活動で

は，仕上がったお互いの作品を鑑賞しあうことで，「自分の作品も良いけど，○○さんの作品

も素敵」との気づきを生むことが可能である．そして，児童がお互いの作品の良いところを見

つけて鑑賞しあうことは，他者から認められている感覚をもつことにも寄与すると思われる．

また，花育スタッフや教員が「○○さんらしい作品ですね」と，クラスメートの前で声をかけ

たりすることで，より個々の児童らしさを場（クラス）で共有し，お互いを尊重し合える時間

になるのではないか．

家族の受容的な態度が子どもの自尊感情を育てる 15）といわれている．今回のアンケートは，

活動直前，直後に行ったが，作品を自宅に持ち帰り，家族とのコミュニケーションを取った後

で調査を行うと，家族の反応によっては，より高まる場合もあると推察される．実際に，花育
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後の保護者アンケートでは，わが子の作品の完成度を高く評価する保護者が多かった．花育活

動の保護者への効果も今後検討していきたい．

3．今後の課題

今回の結果より，1回の花育活動でも児童の自尊感情が高まることが明らかになった．

ただ，自尊感情は持続することが重要である．花育活動を継続することで安定した自尊感情

を育める可能性があるため，今後はモデル校において継続的に花育活動を行い，縦断的な効果

を探索したい．また，生け花，園芸など，他の花育活動にも児童に与える良い効果があると考

えられる．活動種目による効果の違いについて考えることも今後の課題である．

まとめ

小学生児童 132 名に対し，フラワーアレンジメントを作成する花育活動を行い，実施直前と

直後に，フェイススケールと自尊感情を問うアンケートを実施した．その結果，活動の前後の

値には統計的な有意差がみられ，フラワーアレンジメントによる花育活動により，気持ちがよ

りポジティブになり，「自分のことをより好きになり，大切に思えるようになる」，すなわち

「児童の自尊感情が高まる」ことが明らかになった．

謝辞：本研究に際してご協力を頂きました対象者の皆様に感謝申し上げます．また論文執筆に

あたり，ご助言頂きました京都大学大学院医学研究科の松林潤先生に感謝申し上げます．
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